
Japan Society for Southeast Asian History

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　for 　Southeast 　Asian 　History

一4 ＿

　 しか し、一
方 オ ラ ン ダ に 診 い て は イ ン

ー
ドネ シ ア 人 留学 生数十入 に よ っ て 結成さ れ た イ ン ド ネ シ

ァ 協会 が あ S・ 、 以 前 に は 漸進的 な 政策を とっ て い た 瓜 　lt　 922 年に新綱頒 をか かげ て オ ラ ン ダ

の 支配 に非駸力 の 態度 を弱確 に し、 政治 の 民主化 を要求す る よ うに 癒 る
。 そ の 幹部 には モ ハ マ ツ

ド e ハ ッ タ、 ア リ C サ ス ト ロ ァ ミ ジ ョ ヨ 、 ス ナ リオ 、 ア ハ マ
ッ ド ら ス バ ル ジ ョ 、イ ワ ・ク ス マ ス

マ ン ト 1壕 ど、 イ ン ドネ シ ア 独立 初期 の 指導老の 名が 多数 見 出 さ れ 、 規模 は冠丶 さ い に もか か わ ら

ず極 め て重要 た団体 と嘗 う こ とが で きる 。

　 1926 年
』12

月 5 日 に こ の 覦体 を代表す る バ
ッ タ と、 イ ン ドネ シ ァ 共産 党を代表 す る ス マ ウ

ン とが オ ラ ン 〆 の バ ー一
グ で ひそ かに会合 し、今後イ ン ド ネ シ ア に 颯 ケる 民族主義逓動の 主導権 を

後者 か ら蔚考 に 譲 る と い う密約 を結 ん で い る
。

す で にオ ラ ン ダ 人 の こ の 問題 の 専門家 ぺ ト リ v．ス

C・t ブ リー・t．ム ベ ル ヘ ル 象 どに よ っ て そ の 密約 の 存在は彊蕕さ れ て い る 瓜 そ の 酸 ◎ 研究者は い ず れ

もペ ト リュス の 要約に頼る だ け で 、 原文 の 検討 を試み た もの は な いo

　発表 ：潜 は 4972 年夏、 オ ラ ン ダ の 内 務省所蔵 の 潟檀民省秘 響交 書 フ ァ イ ル の 中で こ の 密約 の

原文 に接 し、 lcた ffン ドネ シ ア 協会側 の 騨係者数人 とイ ン タ ビ ュー
を行 表 っ た結果、多少 の 鬆事

笑 を．加 え る こ とが で き る よ うに思 う。
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　　　　　　　　イ ン ド ネ シ ア 近 代 臭 研 究 の
一

考 察

　　　　　　　　　一 イ ン ド ネ シ
L

ア 草 命 ．史 序 説 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉛 木　備
．

　 は じ め に

　イ ン ドネ シ ァ 革命 け狭義には独立 宣言 口 945 り 8 。 1 ア ）後皿 年にヨ る オ ラ ン ダ と の 戦闘

査r…，ヨ
．
うo

　そ し て
・今 日 に 至 ろ迄 こ の 戦調 の 証史的惹義 を巡 る 幾多 の 革合論 が 豊出 し た

。
そ れ 瓠なそ の 都 蟹

の 擺茨 的状況 や議論 の 立 嚇 と分 ち難 く耘ぴ溝 い て 居 る に も拘 らず イ ン ド ネ シ ア 革龠 が 広 義 に、即

ち 建錘1の 摺神や 慝冢 機軸 の 源泉 と し．て 蕈1解 され る 窿 を成 して い る o で はイ可赦
．
こ の戦闘力：就中革命

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ソ 汀ウレン

と
．
言わ れ る の カも 翼 に イ ン ド ネ シ ア 草 命とは 伺 で あっ た の カも こ の 疑問 に答え る 1・こは 「革命 」の

の 過 餐 に 立 ち入 っ た 歴更的検討を久せ な い
。 そ して よ S）広 い 視野、即 ち今世 紀初め よ ウO 植 民地

支配 打 轟 と民族陽家 建設 へ の 諾運 動 ◎ 歴吏遍程 の 中 で 反 オ ラ ン ダ 戦闘が特殊 に 占め る位 置 を明 ら

か にする 必要 が ある
。 そ の為 、 第一に民族主 義 と1；薩 虫 義 の 合ミ充と総括 され る飾 眠 地 闘争耐 旨

導層、：爼織、 イ デ オ ロ ギー
に闘す る 政 治過程 、 第二 に

一
握 ウの 革命 エ リートに 限 らず 広 く闘争 の

†
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鋤 睹 や そ の 社会 的齷 に 内存 す る 社 会 i程、第 ヨ 鉄 臆 味 の 政治イ デ i ・ ギ
ーや 社会繦 の

変動 に歴史的意義 を付．与 して来 た文化 r｝程に 注 目 しな けれ げ な らな い
。

　 1 反植 民地聞争 か ら革命運
丁
力ヘ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ リア イ

　民族解放遅 動 は ま ず伝 統 的支配
n

っ 中 か ら
一
9
出 した

占
乞地 官 矗 。〜に よっ て 始 め られたo 瓦族的

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ム ル フ
ー
カ

メ譱 を した こ の
一一

撞 リハ エ リー
トは高 1・A 教 ．．（ と遺民地 支

1．−ー
の 4 ・盾は　舩 1立 ICよ っ て 解 Liしうる

　　　　　　　　　　 フンレヒ ン 　フヲツ 　イ ン ド＃・シ ア 　　　　　　　　　　　　　　　　　ア リラ ン

と し錫 ブ デ ィ
。 ウ トモ

、 イ ン ド．i．　−Y ア 協会 、 廴 に …民党 へ とx 何な る 1 献7 カは こ の 系歹ロ 1す

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 キ7Tイ“ウ　　1

る 」 他方 イ ソ ド ネ シ ア 祁：会 で の 縛神的権哦 を代表 して 来 た L 戦 ｝ 手
1は

．
帰

民蜘嘱力 に よ る乳．．鼠

終融 班 1硫 し、一方 で 民 ．支 ・
H

を
一
，
・
’
L ：−1し湘 ．波 ゆ 大皇・   囓 螂 歌 流 t・ta ）変

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tb 　lx カ ツ ト
tttイス ラ ム

  す る1＿功 を／S
’
LFI して 来 たo イ ス ラ ム

．．−
1盟 で ら陰 の マ シ ＝ ミ とナ フ ダ トール ・ウ ラ マ に一∠る ？　；Tt／

湧 が こ の 系列 に入 るa そ して第三 の 茅瓦はf ．民 彑支 二の 4 く も五
一

｝i ．
”’
i
．
をア：けた労 至1煮、ク ー リ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ 　と ン c フ ツ シ ヤ

・一
、 叔民、下 汲官 芝 （vf

．tt
を代衣 し、 广民地 ．潔力 ど 毘乱乂 二訓豊 とな っ た イ ン ド ネ シ ア つ エ リ

ー

トを も凵そ うとす る 共 崖 主　L 功 で あ る
。

こ の 千列 の運 ノ つ 指鱒 裟 ぱ下 載汰 ．．：支 Lr　 l・　’）イ ン

テ IJや、甌教 d な
一
1が 加 わ っ て い る 。 　‘ 共臥 冗 は イ ス ラ ム 同 月 浄 ら分

一
  結成 さ れ た c 　） こ れ ら

系列 鋸 L 。弓 广職 はlyt な r）・  く 地権力 の 洋 圧 1て よ り分裂 を一亠≧ね、大 隶を爭
「
呉 し催な t ．・編 こ

沿 状 1て 飛 然 ⊃ オ ラ ン ダ ・ノ 敗．L、 日太 1影 置 三とい う歴史気 動 コ、訪れ、，t−£、  ヒ薯 る し く‡
．t
： したo

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス マ ン
「

ノ ト　 サ ビ ル

騒 ・す る ・ ・二・ 偉 ゜ 愬
岬

・

塗  墜 …
”

・ 　n ．tttde　
コit

　
1it

，，，。 あ｝鶏 瓢
，t”　．r／i」

，」化 に よ b、 第…に 民 燭 コ 迄三．｛一動 の ま
”

．「け｝ 蠱 的 」kへ
舟貞力を ・

．張 氏 寝の 蟲   ：
1

「
へ と 乏一弋し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 び フフ 　ぢう ．t　 −

た ．第二 に 甦 致 簸 4 　
−
1全 く掬組 哉 と．黄肛茸宝 冷

’
；、〕女治 ∫グコへ と拾 瓶 した3 更｝て新 た．T ＿頭 丿

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ブム ダ

2 註 其 甘な集 「
一

炉独立 遮動 つ サ ブ 1丿
一

ダ
ー

として 大．置 の ぽ Fが 改 膾長界 ・こ 莞丿出 た c こ りし、ずれ

つ 系列 隅 ．謎 z、 頃 た な 丁贈 主体 こそ、 tt」・Alの 」・、c． と状 挽 つ警振 開 鉾 で 者 る しく
T
．・ 北 を 遂

げ 、

」
t成 ら接導 ．」を突 きあげ独泣 宣 ご を ．盆行 さ せ る に 至 ・

：；．た の で
噛

る
。

一
政 b で貧ξ面 す る大 衆　

’

　 プ ラt ア ン

に 心 日 韻 硫 も近 い こ の 訐年 ．．1 融 誠 ら 指 丁

「
；とゆ ．立．飴 ヰ 栃 b 再 讖 鋼 ヒを a ・、む ナ ラ ン

ダ 覊 との ∫ 腎 つ 戒 も
．一

理 声 荷 い 手 とtt る の て ある。 だが こ・L）格段 の 喰 ゾ熱 P 羇鵬牙は、己 判 ¢ 也

域社会 の 文 化 誇 ｝L　Ei．∫に支え られ た構力 1書 心 を打倒 して 遂 げ られ た の で は な く、 目前の 社
∫
ヤ的悲 惨

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ル サ ン チ マ ン

に対する 「可
ト 的 蠧然 発生的 ．

ぬ虞 に 喚 づ き、憩方そ の 蒙植意嵩 を政ギ運 諒
」へ と領導 す る  ．、・を欠 く

　 O 　O 　O　C 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 プ ーラ ン e ク C
万 ニノボ ン

ス タ イ ル で あ っ た故 に次竃 に分裂 を璽 ね 、 告、這 に衰 え、 「大掃 郷 福 劾 」に 転 じて しま ）・b で あ る
。

　 豆　 「革・
齲 」一お

・
わ ）n の は じま b

　 礎来 の イ デ オ ロ ギ
ー

、 遺 織、．コ 導 者 の 系列化を覆 い 隠す辿 の 1∫無 翫 っ ラ デ ィ カ ル た 汝崗 が 民
’
族

猷 立 を死 守 し な が ら 莖に よ り根源的 な社会的悲 惨を鋲 決 しえ な か っ た の は 旗 等 自身が 政
』
台プ ロ グ

　f ム を持たず、寧ろ 「革命 」の 輦導争 い に巻 き込 まれ分裂 を黒ね た 1 と に よ う
。

「革命 」漏導 を

〜．

L
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巡る 党年 、 そ して 「革命 」自体 の 分解は凡 そ次 の 三 段階 を経 たQ 第
一

は シ ャ フ リール 内閣が E）
’
立

し （ 1945Dli 。 14 ）、 政党 曳治が導入 され、 乱立す る多党状況 で 、 迫 う来 るオ ラ ン ダ の

　　 　　 ム ル デカ

圧 力 に ど う独立 を保守す る か を巡 り、 「闘 争 か交渉 か 」が 争わ れ．た時期 で ある
。 そ れ は 畏主政 治

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ク ヌ ガラァ ン 　 　 　 　 ァ ィ フ V マ ン

の 辱入 、 「广
1
度 の 狡  」に よ る国権の整億 ム 大、 外交交渉 に よ る独 立 の 保守 を方針 とす る シ ャ 7

　　　　　　　　　　　　　マ サ アク シ ク ラキV タン 　　　　　　　 プ 乙・五 アづシ

リ
ール 。 バ

ッ タ と、 債出 した大衆 」 動を民権の 広 大 発獲 に導 き、鷹 剥 τ よ っ て 独立 を保 守せ ん と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ナル キ

ー

し た タ ン ・ マ ラ カ の 争 い で もあっ た o 此い 所醗七 月 三 日尹 件 は 革命甲 ち軽 政府 状況 よ り顕家 の
＃

± が 劬 芳 とす る 国 権 右の 勝 利 で もあ っ た
。

こ の 抗 争は 畜年腰 を二 分 し、

一方は地、丿由 ダ リ ラ へ

他 方 は L菰 （っ社会主義化 （内容 は曖昧 ）を唱 え ．る社会 党 つ
』
b

；ダ 唄織 へ と分裂 させ 島 そ して 第二

¢
°
1
催 、

マ デ ィ ウ ン の 共産 兄 轟起 へ 連 らな る。 交 渉 の 難航 とオ ラ ン ダ ゲ 簗略 に よ b著 る しく威信

を優
｝

こ
 
LV 　ぱ二 分 、

バ
ッ タ に 代メ さ れ る 鴻 註派敵 社 会｝ 洗化 っ排

【
余、混迷す る 国家組鑞 の

　 レ 　 　 ラ

「都 ∫化 」を主弧 し鵡 か くて 弾 き出 さ れ た ア ミル 。シ ャ リ フ デ a ン 派 は そ の 社会主隻 の 内 誌を

暖 研 （ した ま ま 、 民 声 ．でや バ ッ タ 凶擺派 を敵に蜂起 した もの て ・b る
。 そ れ は民族草 命 の在 り方ぱ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ
・
ン ン ド

か りか 、 共産党と社会主 義青年s．一一　？iをf
一
滅さ せ、多 故 の E．

；t“を k う畝 しい権力匹ガ争で あ っ たQ そ

の 結矛 丸裨1
｝
気か らも腎年

『
力 国 離 し、 第三 の ξ贈 、 円．卓ム 議 で の 「革 命 」の 画竜点

’”
の 　争 に、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス マ ン ガツ ト

大 転塩 玉歩 と　V 辰の 勝荊で 終焉を打 っ た の で φ る
。

か くて 巳大 魚
．
命 の ”？N．．．V と ・ マ ン に始ま b、

『
tL 、丈

．
立 、 抗争 と死 lnを 亀っ て ＿一命は終 っ たo

　 お わ 鋸 （　一　「蓄 く　　　　　　　　　1，」 ．1ラご吠

　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 フ
「
ム グ

　 「iP 命 」は
一．淫 りの 旧支 i　 か ら くる イ ン テ 11 や イ デ オ ロ

ー
グ に よ る も、 政治化 した ，　 E、．に

よ 1ヂ
』’

っ れたo が、飯 ゴ ｝、」t
−
　ca 女蚕 、 　℃会仙盤、 政 イ 休駛 の 1螽七 故 に よ 1り ラ デ ィ カ ル で あっ た o

　　　　　　　　　　　　　 ア イデン ティ テ ィ　　　　　 レ フ ァ Lvン ス ク
’
」レ
ーブ　　　　　　　キ ャ ナ ラィ ズ

他 ：． 嵩ヨ の 広
『

、 9，．．団 、 地 戊 へ （
『
「
一一

化 が 獵 ぐ、 よ う広 い 引 照 集団 〔例 え は致 党 ）へ 溝 悉化 す る

こ とは凾 ．Jで もあ っ た
っ

ま た
广

来 の 掛 　　も弾圧 の 体験 に よ b
”

⊥級 へ の 不イ嵐 代行 主義 や 私   耽

　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 バ ト冒 ン c

の 貞向 を昇 p 、徒党伝 云 k 化、私兵化 を罫けイ．∫ な 娯 2 た。 か くて 双方 が対立 を孕 み つ つ 函 託的
ク

厂
擁 ユ ．ン ト　　　 　　　 　　　　 　　　 ア ダ ッ ト　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　 ア トマ

紐 君沖．一よ っ て 結 びっ き、 「辜 命 」が 仏
頂 に 依存す る こ とに な っ た O 状況追随 と芝 命 の ↓跡与化 、 個

イゼ イシ ヨ ン

入化 け か 助 丶 喜今 イ デ オ ロ ギ
ーが 現 天 の 指導 と組繊 の 確 立 に 夫効 性乏ダ ち信ず、又 イ デ オ ロ ギ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゴ トン ev 　5ン
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